
永
青
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
『
幽
斎
様
年
中
御
祝
之
次
第
』
（
登
録
番
号
、
，
吃
，
Ｕ
は
、

こ
れ
ま
で
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
な
い
年
中
行
事
の
一
書
で
あ
る
。
幽
斎
の
有
職
故
実
と

（
１
）

い
・
う
と
、
末
柄
豊
氏
の
「
細
川
幽
斎
と
武
家
故
実
」
、
さ
ら
に
は
、
細
川
家
の
有
職

（
２
）

故
実
に
関
係
す
る
書
物
を
整
理
紹
介
し
た
高
濱
州
賀
子
氏
の
『
永
青
文
庫
叢
書
故

実
武
芸
編
』
（
吉
川
弘
文
館
二
○
一
四
年
）
が
、
直
接
的
な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
く
ら
い
で
、
未
紹
介
資
料
も
多
い
。

本
書
は
、
幽
斎
自
筆
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
奥
書
な
ど
を
伴
っ
て
い
な
い
と
い
う

点
か
ら
も
、
看
過
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
、
幽
斎
、
三
斎

の
時
代
の
年
中
行
事
を
記
し
た
も
の
に
間
違
い
な
く
、
室
町
末
期
か
ら
江
戸
初
期
に
か

け
て
の
細
川
家
に
お
け
る
そ
の
様
相
を
伝
え
る
。
副
本
が
二
本
備
わ
る
（
登
録
番
号
岬

廻
，
泥
）
（
同
・
８
‐
６
‐
狸
）
こ
と
か
ら
も
、
重
要
な
も
の
と
見
な
さ
れ
て
き
た
こ

は
じ
め
に 熊

本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
永
青
文
庫
蔵

『
幽
斎
様
年
中
御
祝
之
次
第
』
に
つ
い
て

特
キ
ー
ワ
ー
ド

細
川
幽
斎
・
年
中
行
事
・
献
立
・
吉
書
・
仙
翁
花

と
が
わ
か
る
が
、
（
血
，
吃
，
Ｕ
の
登
録
番
号
を
有
す
る
本
が
、
最
善
本
で
、
筆
跡

か
ら
竹
原
惟
庸
（
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
～
？
）
の
筆
と
お
ぽ
し
い
。

一
丁
目
の
裏
に
、
「
○
元
朝
」
と
し
て
「
竹
原
玄
可
覚
書
之
内
二
あ
り
」
と
朱
筆
で

書
き
入
れ
る
。
竹
原
玄
可
と
は
、
幽
斎
の
右
筆
の
一
人
で
も
あ
り
、
『
閾
疑
抄
』
『
詠

歌
大
概
抄
』
の
書
写
も
許
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
「
竹
原
玄
可
覚
書
」
と
は
、
前

掲
著
の
中
で
、
高
濱
氏
が
紹
介
さ
れ
た
「
竹
原
少
左
衛
門
覚
書
」
（
竹
原
家
文
書
）
に
匹

敵
す
る
と
考
え
て
み
た
が
、
当
該
箇
所
に
相
当
す
る
記
載
は
な
い
。
た
だ
、
幽
斎
が
徳

川
家
康
に
求
め
ら
れ
て
献
上
し
た
と
い
う
『
室
町
家
式
』
（
８
‐
１
，
唾
の
奥
書
の
中

に
も
、
「
玄
可
老
覚
書
」
な
る
も
の
が
出
て
く
る
。
こ
の
覚
書
が
、
『
室
町
家
式
』
の

奥
書
に
引
か
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
前
掲
末
柄
氏
の
論
に
詳
し
い
。
奥
書
に

「
（
家
康
に
）
献
上
し
た
あ
と
で
、
室
町
家
式
一
巻
の
ほ
か
、
弓
馬
故
実
記
一
巻
・
故
実

記
一
巻
の
合
わ
せ
て
三
巻
の
う
ち
後
の
二
冊
の
書
名
を
高
命
集
と
改
め
た
こ
と
が
、
竹

原
惟
成
（
黒
斎
玄
可
）
の
覚
書
に
見
え
て
い
る
」
と
い
う
。
転
写
本
な
が
ら
『
高
命
集
』

徳
岡
涼
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当
本
は
、
「
幽
斎
様
年
中
御
祝
之
目
録
」
と
「
正
月
御
奥
二
て
御
祝
之
目
録
」
と
か

ら
構
成
さ
れ
、
前
者
が
、
い
わ
ば
細
川
家
に
と
っ
て
公
的
な
年
中
行
事
、
後
者
が
、
奥

向
き
の
（
家
庭
内
で
の
）
正
月
十
八
日
ま
で
の
年
中
行
事
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ

る
。
な
お
「
御
奥
二
て
」
催
さ
れ
る
年
中
行
事
は
、
七
月
十
五
日
の
孟
蘭
盆
会
の
よ
う

に
公
的
な
行
事
に
併
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
見
受
け
ら
れ
る
。
全
般
的
に
行
事
次
第

と
い
う
よ
り
、
主
に
、
何
を
供
し
、
そ
し
て
食
し
た
か
と
い
う
酒
肴
や
献
立
に
つ
い
て

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
一
目
瞭
然
で
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
三
斎
、
つ
ま
り
忠
興
の
折
の
献

立
に
つ
い
て
の
言
及
も
あ
る
。
注
目
す
べ
き
記
事
に
つ
い
て
、
考
察
し
て
お
き
た
い
。

目
録
と
は
別
に
特
記
さ
れ
る
の
が
「
○
元
朝
」
で
あ
る
。
元
旦
に
人
麻
呂
尊
像
を
掛

け
、
『
古
今
和
歌
集
』
の
序
を
読
ん
だ
と
い
う
。
人
麻
呂
尊
像
を
掛
け
る
こ
と
に
つ
い

（
３
）

て
は
、
佐
々
木
孝
浩
氏
に
よ
っ
て
説
か
れ
て
き
た
人
麻
呂
影
供
と
呼
ば
れ
る
も
の
に

関
係
す
る
。
も
と
も
と
、
白
河
院
近
臣
と
し
て
権
勢
を
誇
っ
た
六
条
顕
季
が
元
永
元
年

（
二
一
八
）
六
月
十
六
日
、
自
身
の
邸
宅
六
条
東
洞
院
で
催
し
た
人
麻
呂
像
を
掲
げ
、

供
物
を
し
、
歌
会
に
及
ん
だ
事
柄
に
端
を
発
す
る
。
こ
れ
が
、
後
の
古
今
伝
受
の
折
の

設
え
に
影
響
を
与
え
、
不
可
欠
な
も
の
に
な
っ
た
。
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
六
月
十

七
日
、
十
八
日
に
、
三
条
西
実
澄
か
ら
幽
斎
が
切
り
紙
を
伝
受
さ
れ
た
座
敷
の
設
え
を

（
８
，
６
，
理
が
伝
来
し
て
お
り
、
弓
馬
故
実
と
故
実
と
が
収
め
ら
れ
「
竹
原
玄
可
覚

書
」
が
あ
っ
た
こ
と
の
証
と
な
る
。
こ
の
覚
書
に
、
元
朝
の
所
作
に
つ
い
て
、
何
か
言

及
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

｜
、
構
成
と
成
立
時
期
に
つ
い
て

記
し
た
「
古
今
伝
受
座
敷
模
様
」
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
と
い
う
文
書
に
も
、
人
麻
呂

像
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
様
が
記
さ
れ
て
い
る
。
時
代
は
下
る
が
、
永
青
文
庫
に
も
『
古

今
伝
受
の
唾
』
（
狸
，
辿
と
い
う
後
水
尾
院
が
、
飛
鳥
井
雅
章
に
伝
受
し
た
時
の
設

え
を
鷹
司
兼
熈
が
写
し
た
巻
子
が
残
さ
れ
、
床
の
間
の
人
麻
呂
像
が
描
か
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
細
川
家
の
年
中
行
事
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
時
期
は
、
幽

斎
が
三
条
西
実
澄
に
古
今
伝
受
を
受
け
終
え
証
明
状
を
出
さ
れ
た
後
、
つ
ま
り
天
正
四

年
（
一
五
七
六
）
よ
り
後
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

（
５
）

二
次
資
料
な
が
ら
『
綿
考
輯
録
』
を
辿
る
に
、
天
正
六
年
以
降
に
、
元
日
試
筆
と

し
て
、
和
歌
あ
る
い
は
発
句
を
幽
斎
が
詠
ん
で
い
る
こ
と
と
の
関
係
が
浮
か
び
上
が
る
。

た
だ
し
、
天
正
六
年
の
『
綿
考
輯
録
』
（
藤
孝
公
）
巻
三
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
年
記

の
異
同
が
あ
る
。
つ
ま
り
「
待
れ
つ
堅
さ
か
む
日
数
を
ま
つ
そ
思
ふ
は
な
の
都
の
春
を

む
か
へ
て
」
並
び
に
「
立
そ
ふ
ふ
去
年
に
こ
と
し
の
春
霞
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
衆
妙

集
』
や
大
阪
天
満
宮
文
庫
蔵
本
『
連
歌
十
九
巻
』
『
古
連
歌
千
三
百
』
等
に
お
い
て
は
、

（
６
）

と
も
に
文
禄
四
年
の
も
の
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
『
綿
考
輯
録
』
編
者
小
野
武
次
郎

は
、
そ
の
事
を
認
め
た
上
で
、

此
御
試
筆
は
年
を
越
て
、
後
に
立
春
の
節
有
年
と
奉
存
候
、
天
正
五
年
七
月
に
閏

月
有
て
、
六
年
は
大
寒
中
の
越
年
也
、
正
月
四
日
此
立
春
成
へ
し
、
夫
故
待
れ
つ

ふ
さ
か
む
日
数
を
ま
つ
そ
思
ふ
と
の
御
詠
御
発
句
も
、
い
ま
た
節
は
冬
の
内
な
か

ら
年
を
越
て
今
年
の
春
か
立
ら
し
と
の
御
句
歎

と
述
べ
る
。
正
月
四
日
に
立
春
を
迎
え
た
（
実
際
は
年
内
立
春
で
あ
る
）
天
正
六
年
こ

そ
が
、
こ
の
歌
意
と
、
発
句
と
に
ふ
さ
わ
し
い
と
み
る
の
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
歌
だ

け
か
ら
は
、
試
筆
か
ど
う
か
は
判
断
で
き
な
い
。
発
句
に
関
し
て
は
、
「
去
年
に
」
春
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霞
が
立
っ
た
つ
ま
り
、
立
春
を
迎
え
た
と
い
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
日
本
暦
日
便

覧
』
で
確
認
す
る
に
、
十
二
月
二
十
一
日
に
立
春
を
迎
え
、
明
け
た
天
正
六
年
、
あ
る

い
は
、
文
禄
三
年
十
二
月
二
十
八
日
に
立
春
を
迎
え
、
翌
々
日
に
年
が
明
け
た
文
禄
四

年
の
試
筆
の
可
能
性
が
あ
る
。
天
正
七
年
に
は
「
あ
す
と
思
ふ
春
や
け
ふ
さ
へ
朝
霞
」

（
『
玄
旨
公
御
連
野
』
（
九
州
大
学
附
属
図
書
館
細
川
文
庫
）
に
は
、
「
天
六
二
日
二

立
春
の
心
を
」
と
い
う
詞
書
き
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
正
月
二
日
が
立
春
の
、
天
正
七
年

が
正
し
い
。
三
句
目
は
「
あ
さ
か
堅
み
」
と
な
っ
て
い
る
）
と
い
う
発
句
が
あ
る
。
幽

斎
の
試
筆
は
こ
れ
以
降
ほ
ぼ
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
辿
ら
れ
、
定
着
し
て
い
る
。
元
朝

の
項
に
あ
る
「
吉
書
」
が
、
試
筆
に
そ
の
ま
ま
相
当
す
る
の
か
否
か
は
慎
重
で
あ
り
た

い
が
、
人
麻
呂
像
を
掲
げ
た
前
で
の
儀
式
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
で
認
め
ら
れ
る
吉
書
と

は
、
和
歌
、
あ
る
い
は
発
句
だ
っ
た
と
推
し
た
い
。

幽
斎
の
元
日
試
筆
は
、
徳
川
家
で
は
謡
初
を
行
っ
た
こ
と
を
連
想
さ
せ
る
。
例
え
ば

（
７
）

平
野
明
夫
氏
が
先
行
す
る
研
究
を
も
と
に
諸
史
料
で
の
確
認
を
さ
れ
、
以
下
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
た
。

徳
川
氏
の
謡
初
は
、
元
亀
二
年
ご
ろ
に
観
世
宗
節
父
子
が
浜
松
へ
来
た
こ
と
を
契

機
と
し
て
家
康
お
よ
び
家
中
に
謡
・
能
の
愛
好
者
が
広
が
り
、
そ
の
後
元
亀
三
年

正
月
二
日
に
そ
の
鑑
賞
会
が
行
な
わ
れ
、
翌
年
、
翌
々
年
と
行
な
わ
れ
て
い
る
う

ち
に
年
中
行
事
化
し
て
い
っ
た
。
元
亀
三
年
ご
ろ
に
始
ま
っ
た
謡
の
鑑
賞
会
が
、

徐
々
に
年
中
行
事
と
し
て
の
体
裁
を
調
え
、
儀
式
と
し
て
定
着
し
た
。

そ
の
意
義
を
こ
う
説
か
れ
る
。

謡
初
の
意
義
の
ひ
と
つ
と
し
て
は
、
徳
川
家
臣
団
が
一
堂
に
会
す
る
こ
と
に
示
さ

れ
て
い
よ
う
。
家
臣
団
が
一
同
に
会
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
臣
相
互
が
家
臣
団

内
で
の
相
対
的
位
置
を
確
認
で
き
る
。
そ
れ
は
座
次
で
あ
り
、
官
途
成
・
受
領
成

な
ど
の
披
露
に
具
現
化
さ
れ
る
。
通
称
改
称
の
披
露
が
儀
式
の
構
成
要
素
で
あ
る

の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
正
月
一
日
・
二
日
の
家
康
と
の
対
面
が
、

個
々
に
主
従
関
係
を
確
認
す
る
儀
式
で
あ
る
の
と
一
対
を
な
す
。

『
綿
考
輯
録
』
に
は
右
の
よ
う
な
様
相
は
描
か
れ
な
い
も
の
の
、
当
本
に
は
、
元
日
之

御
祝
に
、
御
相
伴
衆
（
御
伽
衆
と
同
意
で
あ
る
）
、
御
小
姓
衆
、
さ
ら
に
は
町
人
が
会
し

て
い
る
様
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
供
さ
れ
る
差
異
の
あ
る
酒
肴
と
と
も
に
記
さ
れ
、
正
月
八

日
に
は
、
出
家
衆
、
社
家
衆
へ
も
酒
肴
が
振
る
舞
わ
れ
て
い
る
。
や
は
り
、
家
臣
団
の

結
束
の
た
め
に
は
、
必
須
行
事
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

更
に
は
、
徳
川
家
が
、
観
世
宗
節
父
子
と
の
関
わ
り
か
ら
、
謡
を
、
徳
川
家
を
象
徴

す
る
芸
事
と
し
た
よ
う
に
、
細
川
家
は
、
古
今
伝
受
を
受
け
た
家
と
し
て
、
人
麻
呂
像

を
掛
け
、
古
今
集
の
序
を
詠
む
こ
と
を
、
家
の
象
徴
と
し
嘉
例
と
し
た
と
思
量
さ
れ
る
。

『
綿
考
輯
録
』
に
は
、
細
川
家
内
部
の
年
中
行
事
は
殆
ど
記
さ
れ
て
い
な
い
。
天
正

十
五
年
九
月
上
旬
、
重
陽
の
節
句
に
、
島
津
義
久
が
在
洛
。
幽
斎
に
菊
を
送
り
、
義
久

息
女
亀
寿
が
秀
吉
の
人
質
に
な
っ
た
一
件
に
こ
と
寄
せ
た
歌
の
贈
答
程
度
で
あ
る
。
あ

る
い
は
『
九
州
道
の
記
』
『
東
国
陣
道
記
』
に
も
、
端
午
や
七
夕
に
寄
せ
た
発
句
や
和

歌
を
載
せ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

当
本
に
示
さ
れ
る
献
立
は
、
例
え
ば
孟
蘭
盆
会
の
蓮
葉
飯
、
白
黒
赤
の
三
色
の
亥
の

（
８
）

子
餅
等
々
興
味
は
尽
き
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
検
討
は
専
門
家
に
譲
る
と
し
て
、
一
点

二
、
仙
翁
花
に
つ
い
て
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取
り
上
げ
て
お
き
た
い
の
は
「
七
月
七
日
之
御
祝
」
の
項
の
「
仙
翁
花
」
に
つ
い
て
で

（
９
）

あ
る
。
こ
の
花
に
つ
い
て
は
、
芳
澤
勝
弘
氏
が
、
中
国
か
ら
伝
来
し
た
こ
と
、
室
町

期
の
一
時
期
に
栽
培
が
進
む
こ
と
、
江
戸
期
に
は
記
録
類
に
殆
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
な
ど
を
詳
細
に
分
析
の
上
、
七
夕
の
花
と
し
て
定
着
し
て
い
く
様
子
を
も
辿
ら
れ
て

い
る
。文

献
上
の
初
出
は
、
『
愚
管
記
』
（
『
後
深
心
院
関
白
記
』
）
の
永
和
四
年
（
一
三

七
八
）
八
月
三
日
の
条
の
次
の
記
事
だ
と
さ
れ
、
解
説
を
付
さ
れ
て
い
る
。

二
条
宰
相
来
、
有
続
寄
興
。
披
講
之
時
分
、
日
野
大
納
言
来
、
詠
物
名
各
一
首
。

せ
に
を
う
く
ゑ
、
宰
相
書
題
。
庭
前
有
此
花
、
今
日
賞
之
。
近
来
出
来
花
也
。
尤

有
興
。
愚
詠
如
此
。
し
つ
か
す
む
里
の
つ
ふ
き
そ
か
せ
に
ほ
う
く
ゑ
か
き
に
そ
ふ

梅
の
一
木
に
。

「
庭
前
有
此
花
」
と
あ
る
か
ら
、
や
は
り
庭
で
培
養
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
「
近
来
出
来
花
也
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
ろ
出
始
め
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
「
尤
有
興
」
の
三
字
に
、
当
時
の
人
の
あ
る
種
の
新
鮮
な
驚
き
の
よ
う
な
も

の
が
感
じ
ら
れ
る
。

更
に
、
足
利
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
相
国
寺
蔭
凉
軒
塔
主
の
公
用
日
記
『
蔭
凉
軒
日
録
』

に
つ
い
て
、
氏
は
、
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
か
ら
、
文
明
十
八
年
（
一
四
八
七
）
に
か
け

て
の
多
く
の
記
事
を
引
用
さ
れ
解
説
さ
れ
て
い
る
。
相
国
寺
に
、
七
月
七
日
に
向
け
て
、

仙
翁
花
が
、
小
補
（
横
川
景
三
）
、
喝
食
（
東
雲
・
春
領
・
東
川
）
、
東
福
方
丈
、
等
持
寺

の
睦
首
座
等
か
ら
仙
翁
花
が
贈
ら
れ
、
そ
れ
は
「
包
ま
れ
」
、
足
利
義
政
、
義
尚
に
献

じ
ら
れ
て
い
る
様
子
か
ら
、
こ
こ
に
七
夕
の
花
と
す
る
認
識
が
確
立
さ
れ
て
い
つ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

仙
翁
花
の
記
載
の
最
後
の
記
事
は
『
蔭
凉
軒
日
録
』
に
続
く
西
笑
承
免
の
『
鹿
苑
日

録
』
（
一
四
九
九
～
一
六
○
三
）
の
次
の
天
正
九
年
（
一
五
八
二
の
も
の
だ
と
い
う
。

天
正
九
年
六
月
二
十
三
日
、
嘉
首
座
、
夏
菊
数
茎
・
仙
翁
花
一
朶
持
ち
来
た
る
・

凡
眼
を
驚
か
す
者
な
り
。
未
だ
人
間
に
此
の
花
の
有
る
を
知
ら
ず
。

七
月
七
日
、
嘉
首
座
、
仙
翁
花
を
持
ち
来
た
る
・

そ
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
顛
末
を
辿
る
と
さ
れ
る
。

江
戸
に
入
っ
て
か
ら
の
禅
林
の
記
録
で
あ
る
『
隔
箕
記
』
（
一
六
三
五
～
一
六
六

八
）
に
は
、
仙
翁
花
の
名
は
ま
っ
た
く
見
え
な
い
。
著
者
の
凰
林
承
章
は
諸
芸
道

に
く
わ
し
く
、
立
花
に
つ
い
て
も
し
ば
し
ば
記
録
し
て
い
る
の
に
、
七
夕
前
後
で

あ
っ
て
も
、
こ
の
花
の
こ
と
は
ま
っ
た
く
記
録
に
現
れ
な
い
の
で
あ
る
。
既
に
禅

林
で
は
こ
の
花
を
贈
答
す
る
風
習
は
な
く
な
り
、
わ
ず
か
に
公
卿
衆
の
な
か
で
、

七
夕
の
行
事
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

禅
林
の
記
録
に
は
途
絶
え
て
い
る
が
、
細
川
家
で
は
、
七
夕
の
花
と
し
て
膳
を
飾
る
。

こ
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

実
は
、
こ
の
相
国
寺
林
光
院
に
は
、
幽
斎
妻
畷
香
の
甥
で
あ
る
禅
因
こ
と
澗
英
宗
沼

（
一
五
六
八
～
一
六
○
一
）
が
、
住
職
と
し
て
仕
え
て
い
た
。
あ
る
い
は
、
鹿
苑
僧
録
の

西
笑
は
、
幽
斎
弟
、
梅
印
元
沖
、
及
び
玉
甫
紹
珠
の
入
寺
を
賀
し
て
疏
を
起
草
、
幽
斎

（
加
）

自
身
と
は
和
漢
聯
句
会
で
同
座
し
て
お
り
、
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
・
相
国
寺
に
お

い
て
仙
翁
花
を
節
物
と
見
な
し
て
い
た
意
識
が
細
川
家
に
伝
わ
っ
た
の
は
必
然
で
あ
っ

た
。
幽
斎
自
身
、
足
利
義
輝
、
義
昭
に
仕
え
て
い
た
わ
け
で
、
仙
翁
花
は
、
そ
の
名
残

と
し
て
年
中
行
事
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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注
記（

１
）
末
柄
豊
「
細
川
幽
斎
と
有
職
故
実
」
『
戦
塵
の
中
の
学
芸
細
川
幽
斎
』
森
正
人
・
鈴
木

元
編
（
笠
間
書
院
二
○
一
○
年
）

（
２
）
高
濱
州
賀
子
「
永
青
文
庫
所
蔵
の
故
実
・
武
芸
関
係
資
料
」
『
永
青
文
庫
叢
書
故
実
武

芸
編
』
永
青
文
庫
研
究
セ
ン
タ
ー
編
（
吉
川
弘
文
館
二
○
一
三
年
）

（
３
）
佐
々
木
孝
浩
「
歌
会
に
人
丸
像
を
掛
け
る
こ
と
」
『
文
学
隔
月
刊
』
６
１
４
（
二
○
○

五
年
七
月
）

（
４
）
こ
の
図
に
つ
い
て
は
、
徳
岡
涼
「
永
青
文
庫
の
『
古
今
集
』
資
料
」
森
正
人
・
鈴
木
元
編

『
文
学
史
の
古
今
和
歌
集
』
（
和
泉
書
院
二
○
○
七
年
）
に
紹
介
し
て
い
る
。
な
お
、
幽

斎
自
身
の
肖
像
画
が
人
麻
呂
像
を
象
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
三
宅
秀
和
「
細
川
幽
斎

の
肖
像
画
」
『
季
刊
永
青
文
庫
』
恥
沌
（
二
○
一
○
年
冬
）
、
森
正
人
「
細
川
幽
斎
の
歌
学

と
肖
像
」
『
公
徳
』
ご
巳
・
岨
（
二
○
一
○
年
十
一
月
）
等
が
あ
る
。

（
５
）
『
綿
考
輯
録
』
藤
孝
公
出
水
叢
書
（
汲
古
書
院
一
九
八
八
年
）

（
Ⅲ
）

近
時
、
戦
国
期
の
島
津
家
の
年
中
行
事
に
つ
い
て
、
小
瀬
玄
士
氏
が
「
島
津
家
文

書
」
所
収
の
「
年
中
行
事
等
条
々
事
書
」
を
紹
介
さ
れ
、
島
津
家
の
史
料
と
比
較
検
討

さ
れ
、
実
態
に
迫
る
研
究
を
さ
れ
て
い
る
。
一
月
五
日
の
「
縄
は
し
め
」
（
犬
追
物
）

な
ど
興
味
深
い
し
、
重
陽
の
節
句
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
理
由

を
考
え
て
み
た
く
な
る
。
全
般
的
に
立
ち
後
れ
て
い
る
有
職
故
実
の
研
究
は
、
各
ジ
ャ

ン
ル
の
研
究
者
が
各
々
の
知
見
を
出
し
合
う
こ
と
で
、
新
た
な
視
界
が
開
け
る
よ
う
に

思
う
。
本
紹
介
が
、
史
資
料
の
狭
間
を
埋
め
る
た
め
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

ま
と
め
に
か
え
て

附
記
・
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
財
団
法
人
永
青
文
庫
蔵
『
幽
斎
様
年
中
御
祝
之
次
第
』
に
つ

い
て
、
紹
介
な
ら
び
に
翻
刻
を
ご
許
可
下
さ
い
ま
し
た
財
団
法
人
永
青
文
庫
及
び
、
熊
本

大
学
附
属
図
書
館
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
６
）
土
田
将
雄
『
続
細
川
幽
斎
の
研
究
』
（
笠
間
書
院
一
九
九
四
年
）
に
校
合
を
載
せ
る
。

（
７
）
平
野
明
夫
「
戦
国
・
織
豊
期
徳
川
氏
の
謡
初
」
『
戦
国
織
豊
期
の
社
会
と
儀
礼
』
二
木
謙

一
編
（
吉
川
弘
文
館
二
○
○
六
年
）
か
ら
の
引
用
。
同
氏
「
戦
国
・
織
豊
期
に
お
け
る
徳

川
家
の
年
中
行
事
」
『
戦
国
大
名
か
ら
将
軍
権
力
へ
ｌ
転
換
期
を
歩
く
ｌ
』
所
理
喜
夫
編

（
吉
川
弘
文
館
二
○
○
○
年
）
も
参
照
し
た
。

（
８
）
例
え
ば
、
江
後
迪
子
『
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
澱
隠
居
大
名
の
江
戸
暮
ら
し
年
中

行
事
と
食
生
活
』
（
吉
川
弘
文
館
一
九
九
九
年
）
は
、
江
戸
後
期
の
臼
杵
稲
葉
藩
の
実
態

を
分
析
し
て
い
る
。

（
９
）
芳
澤
勝
弘
「
「
仙
翁
花
」
ｌ
室
町
文
化
の
余
光
ｌ
」
と
し
て
、
氏
の
論
は
と
り
ま
と
め
て

花
園
大
学
国
際
禅
文
化
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
（
言
ｇ
”
受
胃
旨
．
言
。
ｍ
園
。
百
。
．
“
。
、
旨

南
目
ョ
の
）
で
も
公
開
さ
れ
て
も
お
り
、
当
該
引
用
は
、
第
２
回
「
諸
文
献
に
出
る
仙
翁

花
」
、
第
６
回
「
七
夕
の
花
」
、
第
７
回
「
仙
翁
花
の
贈
答
」
、
第
ｎ
回
「
大
乗
院
歌
会

で
の
花
か
ざ
り
」
第
吃
回
「
江
戸
間
で
残
る
献
上
の
風
習
」
・
初
出
は
『
季
刊
禅
文

化
』
繩
号
、
蠅
号
（
禅
文
化
研
究
所
、
二
○
○
二
年
）
・

（
⑩
）
こ
の
辺
り
の
人
間
関
係
は
、
高
浜
州
賀
子
「
細
川
幽
斎
・
三
斎
・
忠
利
を
め
ぐ
る
禅
宗
文

化
」
（
一
）
『
熊
本
県
立
美
術
館
研
究
紀
要
』
（
第
一
号
一
九
八
七
年
三
月
）
、
同
氏

「
相
国
寺
西
笑
承
免
と
細
川
家
ｌ
永
青
文
庫
蔵
「
帝
鑑
図
屏
風
」
賛
の
筆
者
に
つ
い
て

ｌ
」
『
熊
本
県
立
美
術
館
研
究
紀
要
』
（
第
二
号
一
八
八
八
年
三
月
）

（
皿
）
小
瀬
玄
士
「
島
津
家
文
書
」
所
収
「
年
中
行
事
等
条
々
事
覚
」
を
め
ぐ
っ
て
『
年
中
行
事

神
事
仏
事
』
近
藤
基
郎
編
（
竹
林
舎
二
○
一
三
年
）
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書
誌

○
題
祭
幽
斎
様
年
中
御
祝
之
次
第

○
登
録
番
号
叩
喝
汀

○
江
戸
中
期
写

○
法
量
・
丁
数
妬
・
９
×
四
・
１
糎
墨
付
き
加
丁
（
全
皿
丁
）

○
表
紙
茶
色
無
地
な
お
、
現
在
、
後
ろ
表
紙
が
欠
落
し
て
い
る
。

○
本
書
に
は
「
箙
之
相
伝
」
と
す
る
覚
書
の
一
紙
が
挟
ま
れ
て
い
る
が
、
本
体
と
は
無

関
係
で
あ
る
。

凡
例

一
、
朱
筆
の
部
分
は
（
）
で
表
示
し
た
。
献
立
の
中
の
○
は
、
朱
で
あ
る
が
、
（
）

は
省
略
し
た
。
朱
点
も
略
し
た
。

一
、
二
行
分
か
ち
書
き
の
時
に
は
、
一
部
［
］
を
用
い
て
い
る
。

一
、
原
本
に
忠
実
に
翻
字
し
た
が
、
旧
字
体
は
、
新
字
体
に
改
め
た
。

一
、
一
部
、
八
・
六
・
二
二
四
の
本
文
を
用
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

○
元
朝
（
竹
原
玄
可
覚
書
之
内
二
あ
り
）

一
、
幽
斎
様
御
代
に
は
御
床
に
人
丸
の
尊
像
を
か
け
ら
れ

御
衣
冠
を
被
改
拝
を
被
成
古
今
の
序
を
御
よ
み
被
成

次
に
御
吉
書
被
遊
候
礼
紙
井
御
祝
の
物
い
わ
へ
被
付
や
う

古
法
の
通
り
被
成
明
方
の
年
縄
に
さ
生
け
置
申
候

次
に
御
衣
冠
被
改
左
之
通
御
祝
有
之
候
由

」
１
丁
裏

幽
斎
様
年
中
御
祝
之
目
録

正
月
元
日
之
御
祝

一
、
御
相
伴
衆
之
分
ハ
御
三
方
二
御
土
器
一
シ
御
と
お
り
ハ
数
の
御
土
器
御
三
方

三
ヶ
所
二
重
て
出
す
へ
し

一
、
御
肴
御
三
方
二
杉
原
一
重
敷
テ

○
こ
ぶ
○
か
ち
栗
○
の
し
［
五
寸
程
二
／
切
テ
］
○
と
こ
ろ
○
ゑ
ひ

○
ふ
た
は
ら
○
か
き
○
か
う
し
○
数
の
子

一
、
御
番
は
つ
れ
か
ち
之
御
小
姓
衆
其
外
町
人
二
被
下
の
し
台
ニ
ッ
ニ
載
て

き
ら
す
に
ほ
と
き
て
た
ふ
／
、
と
の
せ
出
す
へ
し

同
八
日
出
家
衆
社
家
衆
御
礼
之
御
祝

一
、
御
三
方
二
御
土
器
一
シ
居
テ
出
す
へ
し

一
、
御
三
方
二
数
の
御
土
器
も
出
す
へ
し

」
２
丁
表

一
、
御
肴
御
三
方
二
杉
原
一
重
敷
テ

○
こ
ぶ
○
か
ち
栗
○
か
き
○
牛
房

○
数
の
子
三
斎
様
数
の
子
御
出
シ
不
被
成
也

同
廿
日
御
具
足
の
御
祝

一
、
御
三
方
二
御
土
器
一
シ
居
テ
出
す
へ
し

一
、
御
具
足
の
餅
御
膳
二
付
ク
ニ
ッ
の
内
上
一
シ
ち
い
さ
く
か
た
く
煮
る

下
一
シ
や
は
ら
か
に
小
豆
二
て
煮
る
檜
木
二
シ
の
足
打
あ
し
か
ら
す

か
は
ら
け
輪

○
数
の
子
九
ッ
御
餅

○
ひ
ら
き
大
豆
よ
き
ほ
と
三
斎
様
ハ
ひ
ら
き
ま
め
御
出
シ
不
被
成
也

一
、
御
銚
子
寒
酒
か
さ
り
を
取
て
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一
、
御
三
方
二
杉
原
一
重
敷
て
」
２
丁
裏

○
の
し
○
こ
ふ
○
か
ち
栗

一
、
御
具
足
の
餅
あ
か
り
候
時
分
ハ
朝
御
膳
あ
か
り
て
頓
て
あ
か
る
也

三
月
三
日
之
御
祝

一
、
御
三
方
二
御
土
器
一
シ
居
て
出
す
へ
し

一
、
御
三
方
三
シ
杉
原
一
重
敷
て
せ
き
は
ん
を
つ
ミ
て
白
箸
添
て
可
出

同
茶
碗
鉢
三
シ
に
の
し
も
み
て
入
白
箸
添
可
然
出
家
衆
肴
ハ
か
う
の
物

切
て
鉢
二
入
白
箸
添
可
出
也

一
、
御
肴
御
三
方
二
杉
原
一
重
敷
て
桃
の
花
柳
に
て
か
さ
り
魚
二
種

精
進
一
種
積
て
白
箸
添
可
出
御
酒
ハ
ひ
や
二
て
す
萱
に
入
桃
の
花

き
さ
ミ
て
入
て
出
へ
し

」
３
丁
表

五
月
五
日
之
御
祝

一
、
御
三
方
二
御
土
器
一
シ
居
て
出
す
へ
し

一
、
御
三
方
三
ツ
ー
杉
原
一
重
敷
て
ち
ま
き
を
つ
ミ
て
白
箸
添
て
可
出

同
の
し
も
ミ
て
茶
碗
鉢
三
ツ
ー
入
何
れ
も
箸
添
て
可
出
出
家
衆
肴
ハ

か
う
の
物
鉢
二
入
箸
添
て
出
へ
し

一
、
御
肴
御
三
方
二
杉
原
一
重
敷
蓮
菖
蒲
を
か
さ
り
魚
二
種
精
進
物

一
種
以
上
三
種
積
て
白
箸
添
可
出
御
酒
ハ
ひ
や
二
て
御
す
茸
の
中
江
も

菖
蒲
き
さ
ミ
入
出
へ
し

六
月
朔
日
之
御
祝

一
、
御
三
方
三
シ
杉
原
一
重
敷
て
氷
餅
の
し
五
寸
程
二
切
て
つ
ミ
ま
せ

可
出
氷
餅
な
く
ハ
か
き
餅
に
て
も
よ
し
何
れ
も
箸
ハ
不
添
」
３
丁
裏

同
士
用
之
入
ニ

ニ
ン
ニ
ク

サ
ラ

一
、
大
蒜
こ
ま
か
に
き
さ
ミ
大
白
皿
二
入
水
少
入
ル
小
豆
の
よ
き
を
ゑ
り
て

よ
く
洗
是
も
大
白
皿
二
入
御
三
方
ニ
居
て
箸
添
可
出

三
斎
様
ハ
の
し
も
可
出
由
被
仰
出
也

同
水
無
月
之
御
祝

一
、
御
三
方
二
杉
原
一
重
敷
て
小
麦
餅
を
つ
ミ
白
箸
添
て
出
す
へ
し

一
、
茶
碗
鉢
二
の
し
も
み
て
入
白
箸
添
可
出

一
、
瓜
皮
な
か
ら
輪
二
切
て
茶
碗
鉢
に
入
出
す
へ
し
御
酒
ハ
不
出
也

七
月
七
日
之
御
祝

一
、
御
三
方
二
御
土
器
一
シ
居
て
出
す
へ
し

一
、
御
肴
御
三
方
二
杉
原
を
敷
て
仙
翁
花
を
飾
り
魚
二
種
精
進
一
種
」
４
丁
表

つ
ミ
て
白
箸
添
て
出
へ
し

一
、
瓜
染
付
の
大
鉢
二
入
可
出
御
前
二
て
切
て
被
遣
也
の
し
も
み
て

鉢
二
入
白
箸
添
て
出
す
へ
し

同
十
五
日
之
御
祝

チ
カ
ヤ

ー
、
御
三
方
二
杉
原
一
重
敷
は
す
の
御
飯
蓮
の
葉
に
包
茅
を
根
引

に
し
て
杉
原
二
て
巻
て
十
文
字
に
結
御
三
方
ニ
の
せ
て
白
は
し

添
て
可
出

一
、
御
三
方
二
鯖
二
さ
し
蓮
の
葉
に
包
上
を
む
し
り
て
右
の
茅

に
て
一
文
字
に
結
御
三
方
二
乗
て
白
箸
添
出
へ
し

一
、
出
家
衆
肴
ハ
か
う
の
物
御
次
方
別
二
可
出

一
、
御
次
ニ
ハ
御
三
方
ニ
ッ
ニ
蓮
の
食
の
せ
て
白
箸
添
可
出
包
様
右
二
同
」
４
丁
裏
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一
、
大
鉢
一
ツ
ー
鯖
を
ち
い
さ
く
む
し
り
て
箸
添
て
可
出
又
ち
い
さ
き

鉢
二
か
う
の
物
切
て
箸
添
て
可
出

同
日
之
御
祝
御
奥
に
て
参
候
時
ハ

ー
、
御
三
方
二
御
土
器
一
シ
居
て
出
へ
し
御
酒
す
質
に
て
出
す
へ
し

一
、
蓮
の
御
食
の
上
に
鯖
を
乗
て
包
様
右
二
同

一
、
御
肴
魚
二
種
精
進
一
種
御
三
方
二
杉
原
一
重
敷
組
付
白
箸

添
て
出
す
へ
し

八
月
朔
日
之
御
祝

一
、
御
三
方
二
土
器
一
シ
居
て
出
す
へ
し

一
、
御
三
方
二
杉
原
一
重
敷
強
飯
を
つ
ミ
白
箸
添
出
す
へ
し

一
、
茶
碗
鉢
に
の
し
も
ミ
て
箸
添
可
出
出
家
衆
ハ
肴
ハ
か
う
の
物

可
出

一
、
御
肴
御
三
方
二
杉
原
敷
魚
二
種
精
進
一
種
白
箸
添
出
す
へ
し

一
、
御
次
候
ハ
御
三
方
二
ツ
ー
杉
原
敷
強
飯
を
積
白
箸
添
可
出

一
、
茶
碗
鉢
に
の
し
も
ミ
て
箸
添
可
出

八
月
十
五
日
名
月
之
御
祝

一
、
御
三
方
二
御
土
器
一
シ
居
へ
可
出
御
酒
ハ
錫
二
入

一
、
御
肴
御
三
方
二
杉
原
敷
魚
一
種
精
進
一
種
合
二
種
箸
添
可
出

イ
モ

ー
、
御
三
方
二
杉
原
一
重
敷
芋
一
口
茄
子
の
し
五
寸
程
二
切
つ
ミ
合

箸
添
可
出

九
月
九
日
之
御
祝

一
、
御
三
方
二
御
土
器
一
シ
居
可
出

」
５
丁
裏

」
５
丁
表

一
、
御
三
方
三
ツ
ー
杉
原
一
重
敷
せ
き
は
ん
を
つ
み
て
可
出
白
箸
添

茶
碗
鉢
ニ
ッ
ニ
の
し
も
ミ
て
箸
添
可
出
出
家
衆
肴
ハ
か
う
の
物
可
出

一
、
御
肴
御
三
方
二
杉
原
一
重
敷
菊
を
か
さ
り
て
魚
二
種
精
進
一
種
箸

添
可
出
御
酒
御
錫
二
て
菊
を
き
さ
ミ
て
入
出
す
へ
し

九
月
十
三
日
名
月
之
御
祝

一
、
御
三
方
二
御
土
器
一
シ
居
可
出

一
、
御
三
方
二
杉
原
一
重
敷
枝
大
豆
た
ふ
／
、
と
つ
ミ
ー
ロ
茄
子
の
し

五
寸
程
二
切
て
三
色
置
合
可
出
の
し
ハ
御
前
之
方
二
置
也

一
、
御
肴
御
三
方
二
杉
原
一
重
敷
魚
一
種
精
進
一
種
置
合
箸
そ
へ

可
出
御
酒
ハ
ひ
や
錫
に
て
出
す
へ
し

十
月
い
の
こ
の
御
祝
」
６
丁
表

一
、
御
三
方
二
御
土
器
一
シ
可
出

ゲ
ン
デ
ウ

ー
、
御
三
方
ニ
ッ
ニ
杉
原
一
重
宛
敷
御
厳
重
を
入
可
出
白
黒
赤
三
色

ｌ
ト
ハ
餅
ノ
ー
也

御
茶
碗
鉢
二
ツ
ー
の
し
も
ミ
て
何
れ
も
白
箸
添
可
出

一
、
御
肴
御
三
方
二
杉
原
一
重
敷
菊
紅
葉
を
か
さ
り
て
魚
二
種
精
進

一
種
つ
ミ
白
箸
添
可
出

已
上

御
年
越
之
御
祝
［
御
あ
し
う
ち
／
御
は
し
ほ
そ
し
］

生

鮎
の
す
し
小
鯛
御
汁
な

な
ま
す

か
う
の
物
い
わ
し
二
疋
御
め
し

」
６
丁
裏

一
一
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○
む
す
ひ
こ
ふ
三

○
も
ち
二
シ
上
下
○
い
り
こ
三

一
、
御
ざ
う
に
○
い
も
か
し
ら
一
シ
大
キ
○
く
し
飽
三

○
大
こ
ん
ニ
ツ
○
す
る
め
三

○
た
う
ふ
三

○
子
い
も
三

是
ハ
ヲ
サ
ヘ
ノ
盃
也

一
、
御
三
方
二
御
盃
一
ッ

塩
か
い
切
て

御
汁
［
鳥
か
／
魚
か
］

生大
魚正

月
御
奥
二
て
御
祝
之
目
録

元
日
之
御
祝
之
次
第

一
、
大
ぶ
く
茶
御
菓
子

○
梅
干
御
土
器
二
入
○
の
し
廿
本

一
、
御
三
方
二

○
数
の
子
同
○
か
ち
ぐ
り
三
十

○
こ
ぶ
三
十

一
番
」
７
丁
表

殿
様
御
前
大
足
打
二
の
る

○
の
し
五
ッ
う
ら
し
る
し
く

一
、
御
引
渡
慰
霊
鮒
尭
一
ア
ィ
ッ
モ
ノ
コ
ト
ク
真
中
二
瞳
此
ク
リ
ノ
通
リ
ノ
緬
二
蚕
ヲ
腫
也

大
ち
う
三
シ

ｒ
ク
モ
ヤ
キ
ノ
土
器
ノ
ー
也

○
こ
ふ
五
ツ

ー
番

《
”
諦
抽
》
姉
に
入

（
雌
恥
司
推
↑
砂

○
何
二
て
も
大
成
魚
き
り
め

一
、
二
の
御
汁
一
シ
御
さ
い
二
シ

○
や
き
と
り

一
、
御
肴
前
の
こ
と
く

○
む
す
ひ
の
し

杉
原
一
砿
蚊
テ

ー
、
御
三
方
二
御
菓
子
三
種
○
ミ
か
ん

○
こ
ふ

ニ
ン
ニ
ク

何
も
三
日
之
分
御
祝
同
但
二
日
御
朝
食
の
内
に
大
蒜
御
三
方
に

一一

、 、

一
、

一 一 一

、 、 、

御
肴
御
三
方
二
杉
原
一
重
敷
て
」
７
丁
裏

○
こ
ふ
○
か
ち
く
り
○
の
し
五
寸
二
切

○
ゑ
ひ
○
か
う
じ
○
と
こ
ろ

○
ふ
た
は
ら
○
か
き
○
か
す
の
こ

三
番

御
三
方
二
御
盃

御
吸
物
鯛
三
切
［
御
吸
物
の
御
膳
二
も
如
常
の
白
は
し
す
へ
／
出
す
へ
し
］

御
肴
ま
へ
の
こ
と
く

右
御
祝
之
後

御
三
方
二
盃

御
め
し
本
二
御
汁
一
シ
御
さ
い
五
シ

○
塩
鯛
一
シ
そ
の
ま
上
生
二
て
○
い
わ
し
二
シ
生
二
て
」
８
丁
表

○
か
う
の
物

○
な
ま
す

○
何
二
て
も
す
し
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居
御
土
器
ニ
ね
り
ミ
そ
入
テ
可
出
又
御
か
ら
ミ
も
二
日
の
御
朝
食
の

ニ
ン
ニ
ク

後
御
祝
大
蒜
．

御
人
数
程
出
ス
ヘ
し

」
８
丁
裏

一
、
御
三
方
二
御
さ
か
つ
き

御
か
シ
ミ
か
さ
り
様

○
赤
は
な
ひ
ら
三
○
白
花
ひ
ら
三

一
、
御
か
シ
ミ
一
重

Ｏ
赤
大
ひ
し
三
○
白
大
ひ
し
三

上
置

○
こ
ふ
五
と
こ
ろ
か
ち
く
り
ふ
た
ハ
ら
三
わ
げ

杉
原
二
て
包
水
引
手
鮪
上
二
同

○
の
し
二
本
○
い
わ
し
二
ね
の
ひ
の
松
○
く
し
か
き
一
く
し

（
杉
原
ニ
テ
包
水
引
ニ
テ
結
）

○
山
た
ち
花
二
本
○
か
う
し
一
シ
○
か
や
五
シ
○
た
い
／
、
一
シ

○
う
ら
し
ろ
［
二
ま
た
な
る
を
／
三
シ
し
く
］
」
９
丁
表

貢
御
肴
ま
へ
の
こ
と
く

此
内
二
御
家
中
女
房
衆
御
礼
也
初
ハ
御
三
方
二
御
盃
一
シ
居
ル

後
ハ
数
の
御
さ
か
つ
き
也

同
七
日
之
御
祝

一
、
御
引
渡
ま
へ
の
こ
と
く

一
、
御
三
方
二
御
盃

○
も
ち
二
○
は
な
ひ
ら
一
ッ
○
か
す
の
こ

一
中
二
す
わ
る
○
ひ
ら
き
ま
め

一
、
御
ミ
そ
う
づ

○
上
置
七
く
さ

○
ひ
し
も
ち
一
ツ

ー
、
御
さ
か
つ
き

一
、
御
食
ま
へ
の
こ
と
く

一
、
御
肴
ま
へ
の
こ
と
く

一
、
御
く
わ
し
ま
へ
の
こ
と
く
」
９
丁
裏

同
十
五
日
之
御
祝

一
、
御
引
渡
ま
へ
の
こ
と
く

一
、
御
三
方
二
御
さ
か
つ
き

は
な
ひ
ら
一
シ

か
す
の
こ

一
、
あ
づ
き
の
御
粥
餅
ニ
ッ
中
二
す
は
る

ひ
ら
き
豆

ひ
し
も
ち
一
ツ

ー
、
御
肴
ま
へ
の
こ
と
く

一
、
さ
き
つ
ち
や
う
に
て
ふ
こ
ら
か
し
た
る
ひ
し
花
ひ
ら
御
三
方
二
居

の
し
十
本
程
そ
へ
御
粥
す
ハ
る
内
二
出
す
へ
し

一
、
御
三
方
二
御
さ
か
つ
き

一
、
御
食
ま
へ
の
こ
と
く
十
五
日
之
晩
ニ
ハ
か
う
の
物
の
代
二
く
き
つ
け
の

高
も
り
也

一
、
御
肴
ま
へ
の
こ
と
く
晩
ニ
ハ
御
さ
か
な
御
三
方
二
御
土
器
居
か
す
の
子

斗
置
白
箸
添
可
出
」
加
丁
表

同
十
八
日
之
御
祝

一
、
御
三
方
二
御
さ
か
つ
き

一
、
十
五
日
之
御
粥
を
あ
た
ふ
め
可
出

一
、
御
肴
御
三
方
二

○
か
す
の
こ
御
か
わ
ら
け
二
入
○
ひ
ら
き
ま
め
○
こ
ふ
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已
上

（
白
紙
）

○
の
し

’

」
加
丁
裏
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０
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